


働き方改革、特に「長時間労働是正」は
少子化対策としての効果が大きい

• 一億総活躍プランに向けた会議ではぜひ「働き方改革」、その中でも
特に「長時間労働の是正」に関する議論を深めていただきたいと思い
ます。

• 「働き方改革」は生産性革命であると同時に少子化対策です。

• 「働き方改革」で「夫婦で子育て」が当たり前の社会へ

• 「男性育休問題」は「働き方改革」の重要項目です。
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家庭に起きている「パパはゾンビ」問題

「パパは死んだものと思っている」

ワーキングマザーの集まりでの衝撃発言！

この意味は・・・
「パパがいると思うと、子育てを一緒にやってくれると期待してしまう。

いっそいないものと思わないと自分が辛くて仕方がない」

主婦家庭でも
「もう一人子どもがほしいと思うために何が必要か」アンケートで

お金の話の中で、唯一ベスト１０入りしていた

「夫が早く家に帰ってくること」
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隠れ育休取得者 ４６％
男性育休問題も「働き方改革」

白河桃子 4

FJの隠れ育休調査では「乳幼児を持つ父親の46%が有

休を使った「隠れ育休」を取得している、取得期間は３
日以内が７割程度の短期間の取得、取得時期は産後
の入院中ということがわかりました。

これは母親がもっとの助けを必要とする時期と乖離し
ています。

別の調査では退院後に
「1日10時間以上、母子孤立化」が起きています。



取得しなかった男性も6割が「したい」
それも1ヶ月等が希望
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取得に最も効果的なのは
上司からの
「育休いつ、とるの？」の声かけ。

二位は「全員がとることになっている」

男性はある程度の強制がないと
「子育てに参加するための」
時間をとることができない
↓

父親時間の創設
クォーター制など



未婚者対策としては
「共働き社会」への転換
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まちひとしごと地方創世本部地域少子化対策検証プロジェクトで地域の未婚者の
年収をだしてもらったところ、男性は３００万円台、女性は２００万円台が中央値。

女性が経済力を維持できないと、結婚も子育ても希望は持てない。これが日本の
未婚者の現状です。共働き社会への転換が税制、インフラ、さまざまに必要です。



男女ともにともに働き、育てる社会へ
「働き方改革」が必要
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「労働時間コントロール」

時間の制約がある人材も「フェアな競争」

健康維持、人材戦略、女性活躍推進

「日々の業務をこなすことが精一杯」から、
「イノベーション」が起きる好循環

限られた時間で仕事に集中、生産性が
アップ。

夫婦で子育てができ、パートナーシップ向
上

インプット（勉強、人間関係、資格取得）
からアウトプットへの好循環

「ICTによる柔軟な働き方
・テレワーク」
時間と場所にとらわれない働き方

子育て、介護、病時でも活躍できる

会社に行くことの意味が変わる
会議の量が減り、質が向上
オフィススペースの変革
対面コミュニケーションの意味も変わる

まったく女性活躍やダイバーシティが進ん
でいない企業でも、一気に働き方の文化
が変わる可能性がある。

「全員がやってみる」最初からルールを作
りすぎず、問題点を後から解消していく



働き方改革がもたらす
社会的インパクト
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企業：

人材流出を防ぎ、優秀なミレニアム世代の学生にとって魅力的な企業として人材獲得競争に勝てる。次世
代の市場である少子化へ貢献できる企業となる。主に基幹職を担っている男性の育休で人に蓄積されやす
かったノウハウの共有がなされ、多様な人が働きやすく休みやすく、イノベーションには欠かせないダイ
バーシティの実現できる仕組が促される。
企業子宝率がアップ（長時間労働是正で女性総合職の子どもを持つ1.8倍にアップした例も）

未婚の男女：
出会いやパートナーと向かい合う時間をとることができる。
共働きを前提として結婚、子育てを考えることができるので、結婚の可能性が高くなる。
経済的にも、結婚での機会損失が減る。早期結婚、早期出産も可能になる。

介護中、病気などの事情がある人：
男女ともに「時間制約があっても活躍できる」ことが当たり前になる。介護離職が減る。

保育：延長保育が減り、保育業界の長時間労働がなくなると保育人材も確保できる。

経済：女性が子育てで一時的に無職になると「１億から２億7千万」の損失だったが、女性が継続就業できる
と世帯所得が大幅にアップする。女性の老後貧困も防ぐことができて、社会保障費が節約される



働き方改革がもたらす
社会的インパクト
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子育て中女性：

男性が早く帰宅してくれる、孤独な育児から解放される。（片働き家庭）週に２回以上、男性が
保育園のお迎えから寝かしつけまでを担当してくれると、育休や時短を長くとることによる、活
躍への機会損失や所得の減少が防げる。（共働き家庭）

子育て中の男性：

スタート時点から夫婦間で育児スキル・子どもとの愛着形成が行われ、育児への参画意識が
強化される。女性が就業継続できることで、一人で家計を背負う重圧から解放され、鬱や自殺
なども防止できる。 注１

こどもたち：

うまくいっている共働きカップルをみながら育つと、結婚、子育て、仕事にあこがれがもてる。男
性が家事育児をやる家庭の女児は生涯年収が増えるという研究も米にある。

注１：『『地域自殺対策予算の恒久化」も必要



働き方改革、長時間労働是正への
具体的な対策
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女性活躍推進法による効果

「平均残業時間の開示」

企業１５０００社が開示する女性活躍の４つの基礎項目には「残業時間」が入っており、認定
基準には「４５時間以内」が明記されている。
この数字を公表し、目標を定め、改善している企業へのインセンティブ

「男性育休取得率」を基礎項目の5項目目に！
開示し、また改善した企業にはインセンティブを
「有休」（5日以上連続）の取得率があがった企業を評価



希望出生率１．８に向けて検討していただきたい項目

■結婚支援事業として国がやるべきこと、やらないほうがいいこと

地方自治体の結婚、出会い支援事業の予算、効果と留意点

民間への委託の是非

■不妊リスク啓発事業として国がやるべきこと、やらないほうがいいこと

ライフデザイン講座の実践と課題

■予算をかけず分配効果を高めること

給付のタイミングの悪さで国民の生活を圧迫したり、制度をつかいにくくするものを
リストアップし改善。給付のタイミングが生活を阻害しないようにしたい。

例 ●児童扶養手当 ４ヶ月に一度

●育休の給付金 育児休業に入ってから3ヶ月、または４ヶ月後に振り込ま

れ、２ヶ月分が一度に出る。基本的に月給ベースで生活する会社員にとっては、男
性育休取得がすすまない一因になっている。
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OECD加盟24か国における女性労働力率と合計特殊出生率

1970 年 1985 年 2000 年

女性の社会進出が進んでも、
男性の家庭参画が進まないと超少子化に！


